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品一呆

報

九
州
史
皐
曾
昭
和
ニ
十
六
年
度

秋
期
襲
術
大
曾

＼ ． , 

九
州
奥
血
中
曾
恒
例
の
秋
季
事
術
大
曾
は
四
日
本
県
島
台
諦
同
支
部
主
共
同
主

催
の
下
に
十
一
一
月
二
回
（
1

申
立
、
ニ
官
（
R

V

D
瞬
目
、
諦
同
皐
事
大
事
久
留
米

分
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
第
一
日
午
前
九
時
宇
工

P
日
本
史
部
舎
、
外
国

史
部
曾
に
分
れ
て
研
究
都
民
表
を
行
い
、
午
後
一
一
時
主

P
懇
談
舎
に
移
り
有
益
な

意
見
が
活
畿
に
開
陳
さ
れ
た
。
第
二
日
は
前
日
に
引
績
を
郷
土
資
料
展
曹
曾
が

行
わ
れ
た
が
1

貴
章
な
資
料
が
主
〈
集
め
ら
れ
て
い
て
多
数
回
見
事
者
あ
り
、

午
後
は
一
時
よ
り
公
開
講
演
が
あ
り
、
な
ほ
開
何
時
に
行
わ
れ
て
い
た
九
州
考
古

事
曾
の
畳
岐
、
立
花
村
夜
間
設
堀
に
闘
す
る
幻
燈
映
馬
を
見
事
し
歓
曾
し
た
。

公
開
講
演
並
び
に
研
究
都
民
表
の
題
目
U
次
の
語

p
で
あ
る
。

説

会

開

講

演

太
宰
府
文
ル
刊
の
惇
統
と
夫
滞
宮

西
歓
十
一
一
守
也
知
の
カ
ト

puv
ズ
ム

長

沼

賢

海

小

野

放

史

部

曾

日

本

「
耽
奇
慢
録
」
に
ヲ
い
て

西
郷
隆
腐
の
精
神
蹴
商
事
的
研
究

一
英
人
の
見
た
幕
末
・
明
治
史
観

江
戸
時
代
に
於
げ
る
都
市
の
日
産
に
つ
い
て

参

内

出

国

王

丸

井

上

古

賀

芳

義

報

中
世
武
家
法
に
闘
す
る
一
考
察

橋
本
左
内
の
政
治
運
動
み
そ
の
理
念

平
安
前
期
の
静
土
思
想

外

国

史

郡

曾

侍

衛

親

軍

の

名

橋

之

由

来

菊

唐

代

の

夫

に

ワ

い

て

’

松

遼

代

じ

於

け

る

橋

場

貿

易

の

一

問

題

平

パ
ラ
テ
4
ナ
に
於
け
る
逃
亡
ユ
グ
ノ
ー
に
づ
い
て
外

ロ
1
T
帝
政
初
期
に
於
け
る
イ
タ

9
ヤ

の

森

穀
物
生
産
に
づ
い
て

ジ
ェ
ア
？

l
y
y
の
財
産
権
思
想
主

ジ
ョ
シ
・
ロ
ヴ
グ

京
西
路
開
設
広
見
る
棟
靖
の
勘
農
策
に
つ
い
て

ユ
グ
ノ
ー
に
づ
い
て

究
藍
・
亦
失
恰
の
正
慢

研
究
毅
表
要
旨
ハ
到
着
分
の
み
〉

一
英
人
の
見
た
幕
末
・
明
治
史
観
，
井 杉

谷
山

口

宗

深

瀞

徳村島永池

和民貴雅英

自良

島田原部

味之昭話彦議義夫

哲

雄次郎郎

江盆河

.I" 上

害事健由

忠

幕
末
か
ら
明
治
初
期
ま
で
一
一
十
像
年
関
滞
在
し
多
〈
の
新
聞
を
編
集
し
た
ジ

ヨ
シ
・
プ
ラ
ヴ
タ
の
「
ヤ
ジ
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
於
け
る
徳
川
慶
事
観
＆
明
治

新
政
府
観
に
於
て
、
講
座
祇
以
来
と
な
え
ら
れ
た
と
の
時
代
主
日
本
旬
結
封
主

義
時
代
色
し
、
と
の
瞬
政
擢
＆
「
一
一
つ
の
穏
密
主
義
の
欝
立
」
と
す
る
見
方
が

既
に
朗
自
に
現
れ
て
い
る
と
と
主
指
摘
す
る
o
な
目
和
著
者
は
新
政
府
の
本
来
四

怯
絡
を
嬢
夷
汲

t
L
、
そ
れ
が
神
戸
事
件
を
介
し
て
和
親
策
へ
豹
鶴
し
た
＆
解

博忠勇郎

一
二
七



桑

報

す
る
が
、

ζ

う
し
た
解
轄
に
導
〈
諮
問
子
主
新
政
府
は
多
分
に
宿
し
て
い
た
わ

け
で
あ
る
う
ハ
詳
し
《
は
近
〈
雑
誌
「
日
本
麗
史
」
に
愛
表
の
濠
定
vo

江
戸
時
代
に
於
け
る
都
市
の
日
雇
に
つ
い
て

古

賀

芳

博

所
謂
銭
遣
ひ
白
傾
向
の
強
｛
な
っ
た
江
戸
中
期
以
後
U
農
討
は
打
讃
〈
天
災

の
打
撃
主
う
け
て
一
一
暦
疲
弊
し
封
建
的
束
縛
を
敢
え
て
破
っ
た
零
細
農
は
都
市

に
誠
入
し
て
農
村
出
稼
人
＆
し
て
生
活
す
る
様
に
な
る
o
そ
の
中
に
は
日
鰭
と

し
て
働
〈
者
濯
が
居
た
が
そ
れ
を
踊
開
藩
に
ワ
い
て
調
ペ
た
も
の
で
資
料
と
し

て
は
博
多
葎
要
録
、
義
国
家
文
書
ハ
諮
問
藩
日
雇
顕
在
天
保
以
後
行
う
）
躍
岡

際
史
々
料
其
の
他
を
用
い
党
。

中
世
武
家
法
に
関
す
る
一
考
察

杉

ノ官、

’口．

昭

中
世
初
頭
に
成
立
す
る
武
家
法
は
そ
O

淵
源
を
会
家
的
法
秩
序
の
系
統
に
麗

す
る
武
家
政
所
下
文
に
求
め
る
と
之
が
出
来
る
が
、
公
家
法
と
共
に
武
一
家
法
も

慣
習
法
鶴
系
で
あ
り
、
律
令
の
日
本
化
費
用
化
は
、
九
世
紹
苧
ば
に
お
け
る

「
絡
」
に
主
づ
て
す
で
に
行
は
わ
、
そ
の
太
政
官
符
に
初
見
す
る
特
色
あ
る
事
．

書
形
式
拡
宣
旨
．
下
文
、
新
制
等
に
繕
受
さ
れ
、
武
家
法
典
に
も
帯
績
ず
る
o

故
に
武
家
法
は
法
系
上
「
格
」
以
来
の
慣
習
法
化
し
た
日
本
的
公
家
法
を
母
胎

乏
し
社
曾
鱈
湾
史
的
基
盤
を
得
て
武
家
法
に
成
長
す
る
。

橋
本
左
内
の
政
治
運
動
と
そ
の
理
怠山

口

由一小

乙

一
二
八

ペ

p
l
渡
来
直
後
の
緊
念
圏
内
政
草
案
、
と
し
て
誕
生
し
た
将
軍
建
儲
運
動

ρ

現
質
的
理
論
的
中
心
人
物
で
あ
り
、
且
ζ

れ
ま
運
命
主
共
に
し
た
橋
本
左
内
白

行
動
の
理
念
は
、
一
一
橋
慶
喜
を
繕
嗣
に
定
め
る
こ
主
に
エ
ワ
て
、
我
が
圏
在
世

界
の
頚
閤
た
ら
し
め
ん
乏
し
た
そ
の
積
極
的
野
外
策
の
其
僅
的
賓
読
を
希
求
せ

る
に
在
る
o
碍
し
て
叉
か
《
す
る
こ
と
に
よ

p
、
被
は
幕
構
を
強
化
し
‘
崎
明
寧

の
威
令
を
候
復
せ
ん
と
画
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

平
安
前
期
の
浄
土
思
想

溝、

徳

味

深

夫
ム
ロ
を
源
流
と
す
る
浮
土
教
の
費
生
時
代
た
る
平
安
前
期
ハ
九
・
一

O
世
和
）

の
静
土
思
想
は
、
額
注
者
の
入
信
時
期
の
阜
脆
往
生
業
の
純
・
不
純
な
ど
の

相
違
に
之
っ
て
、
ヨ
ワ
の
形
態
（
A
）（

B
）（
C
）
に
類
型
化
さ
れ
得
る
0

（
A
〉

は
特
徴
的
な
批
曾
的
基
盤
を
も
た
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
（

B
）
は
夫
合
唱
と
貴
族

社
曾
（
男
性
〉
色
、
ハ
C
）
は
天
台
以
外
の
婦
問
侶
・
と
貴
族
世
曾
（
女
性
）
を
そ
の

：
基
本
的
な
批
曾
的
基
盤
乏
し
て
成
立
し
た
も
の
＆
思
わ
れ
る
。

宮
歌
十
三
世
紀
に
於
け
る
カ
ト
u
y
b
r
ズ
ム

野

手交

十
一
一
一
世
知
は
カ
ト

9
シ
ズ
ム
が
欧
湖
一
位
舎
の
凡
ゆ
る
苗
に
設
展
じ
た
持
代
で

る
る
が
、
そ
の
要
素
と
な
づ
た
ギ

P
シ
ヤ
の
事
問
思
器
拡
、
ア
ラ
ピ
ヤ
人
主
鰻

て
、
十
一
一
世
記
念
速
に
西
欧
世
界
に
研
究
さ
れ
理
解
さ
れ
た
o
之
は
・
既
に
ピ
ュ

ー
マ
品
ズ
ム
の
思
和
ゆ
が
西
欧
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
o
而
し
て
新
興
事
問
は
、

十
三
世
紐
ギ
9
シ
ヤ
思
想
が
キ

P
ス
ト
に
教
化
せ
ら
れ
て
大
成
し
た
紳
皐
背
革

を
中
必
ξ
す
る
パ
ヲ

1
大
革
之
、
ロ
ー
マ
の
惇
統
O

キ
P
ス
ト
教
化
の
現
わ
お



＆
一
式
ふ
べ
き
翠
曾
法
ハ
の

E
8
2）
訟
中
心
と
す
る
ポ
ロ
弓
ア
大
事
＆
に
、
夫

々
異
色
た
特
色
b
L
麓
揮
し
な
が
ら
も
、
荷
も
同
亡
く
国
際
的
色
彩
主
似
？
で
高

麗
に
謹
ん
宏
一
。
之
は
中
世
ク

9
ス
テ
ン
ダ
ム
ハ
nvH四
件
。
ロ
品
。
自
）
の
特
色
を
一
示

す
も
り
で
あ
mp
、
ロ
ー
マ
教
皐
の
超
画
一
家
的
統
一
政
策
．
世
界
布
教
政
策
乃
蓋

は
知
的
締
裁
政
治
の
方
針
左
も
合
致
じ
、
フ
ラ
u
d

シ
ス
カ
ン
、
ド
ミ
品
カ
v
d
o

如
き
世
界
的
規
模
＆
活
動
性
主
主
も
う
修
道
舎
の
活
躍
色
相
侠
つ
ー
て
、
教
皇
、

大
畠
・
、
修
道
曾
一
一
一
致
結
合
の
裡
に
、
中
世
カ
ト
’
uv
－
ズ
ム
は
十
一
一
一
世
記
に
於
て
、

そ
の
議
長
ー
の
寓
癒
を
作
る
O

で
あ
る
Q

か
く
て
従
来
東
地
中
海
中
心
の
文
作
は

西
歌
中
心
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
十
一
一
一
世
組
に
於
け
る
力
ト

p
シ

ズ
ム
の
震
の
意
義
は
、
心
霊
修
業
主
目
的
＆
す
る
修
議
院
的
内
省
的
信
仰
態
度

主
、
何
ら
自
然
主
在
げ
る
と
・
と
な
｛
、
人
間
性
b
L

生
か
し
法
が
ら
も
ワ
と
＆
b
L

ア
ヅ
シ
l
ジ
O
翠
フ
ヲ
シ
シ
ス
コ
に
依
っ
て
、
植
え
っ
仲
り
ら
れ
た
事
で
あ
る
。

即
ち
己

$
1
マ
品
ズ
ム
の
糟
赫
が
高
揚
せ
ら
れ
た
事
で
あ
る
。
比
O
構
締
が
新

興
事
問
。
科
皐
的
態
度

ε共
ι、
ル
ネ
ツ
ザ
ジ
ス
へ
結
び
付
《
の
で
あ
る
o

懇

話

史

皐

曾

O
第
三
十
八
四
十
一
貫
十
五
日
〔
木
V

日
蓮
の
宗
教
務
式
に
関
す
る
史
的
考
察

米
西
戦
争
に
謝
す
る
一
考
察

ー
モ
シ
ロ

l
主
義
か
ら
帝
罰
主
語
へ
の
移
行
l

O量
五

十

丸

田

十

百

二

十

四

日

ハ

き

ベ
人
民
黛
運
動

3
8
c
z
E
B
o
g
s
g
C」

i

に
つ
い
て

O
第
四
十
回
十
ニ
舟
六
日
ハ
木
〉

十
六
世
記
イ

y
グ
ラ
ジ
ド
の
農
民
抗
争

議

報

奈 m

添

昭

一

一

賀

一

博

史

宮

野

啓

杢

昆

昭

忠

五
代
禁
軍
の
畿
展
に
つ
い
て

第
四
十
－
間
十
一
一
毘
十
一
日
ハ
火
）

十
二
月
五
日
k
m
p
束
帯
史
臨
時
講
義
ハ
中
国
周
建
具
〉
b
L

捲
賞
さ
れ
た
東
京
、

大
事
駒
一
教
授
援
一
雄
氏
。
歓
迎
曾
奇
策
ね
て
小
曾
議
室
で
開
催
。
先
生
四
研
究

積
験
主
審
さ
に
説
明
さ
れ
、
多
大
白
感
銘
hz
受
け
た
。
参
曾
者
二
十
五
名
・
鹿

談
も
活
畿
で
慮
大
で
あ
っ
た
。

東
洋
史
事
科
の
動
向

菊

池

英

夫

東

洋

史

研

究

曾

第
エ
十
毘
倒
曾
（
昭
和
廿
六
年
十
コ

B
八
日
V

最

近

に

於

け

る

中

央

ア

ジ

ア

史

の

蓮

歩

榎

戸

雄

氏

東
京
大
事
か
ら
臨
時
講
義
に
来
事
の
榎
一
一
雄
先
生
仁
日
頃
疏
遠
左
中
央
ア
ジ

ア
史
の
新
し
い
研
究
成
呆
に
づ
い
て
の
消
息
を
伺
っ
た
。

先
子
第
一
次
大
戦
前
の
探
検
蒐
集
。
史
料
に
つ
い
て
引
積
い
て
行
は
れ
て
い

る
整
理
の
扶
混
色
、
テ
キ
ス
ト
の
柱
、
蒋
問
販
の
方
面
か
ら

ε、
テ
キ
ス
ト
解
説

。
再
検
討
叫
方
面
か
ら
之
紹
介
が
あ
り
、
第
一
一
次
大
戦
後
の
西
ト
ル
キ
九
ダ
シ

調
査
ハ
主
と
し
て
ソ
聯
邦
之
傍
闘
の
V

O

扶
況
に
ま
で
雷
及
さ
れ
た
。

一
一

一
戸
一
九



報

昭
和
一
一
十
六
年
度
第
ニ
挙
期
（
臨
月

i
十
万
）

議
史
撃
関
係
講
義
題
臨

商

洋

史

西
詳
史
概
設
ハ
十
九
世
組
篇
）
小

西
洋
史
特
講
（
一
諸
問
見
事
）
同

演

習

ハ

A
）
許
認
丘
叩
岡
山
O
N
H
F
m

ま
さ
Z
2
8
Eロ

mvz

関

ow
出
E
Z
O
山
口

2

5
。円H
0
3
0

同町出向】目立－

zgcm

n
H
m由
時
岡
山

ω件
。
岡
山

m
w
O
H
H
O

H
P
丘
三
品
戸

g
g
同

林

（

B
〉

東

洋

史

東
洋
史
ハ
五
代
史
）

東
詳
－
見
梓
一
議
（
跡
間
句
麗
り
）

演

習

東
洋
史
れ
史
籍
解
題
）

諜
習
（
陸
宜
会
奏
一
議
）

国

史
兎
ハ
中
世
貨
幣
誠
惑
史
）
議

脅

（

吾

妻

鏡

）

向

脅

（

闘

太

暦

）

同

史

（

古

文

書

事

）

竹

史
ハ
誌
が
閣
の
議
濯
υ

同 日

野

教

授

国同鈴関

木

教

授

教

授

困問演諜圏

内

教

授 教

西｝入園日演
洋丈史本
哲地演思脅
皐理脅想ハ
史革／ヘ克古
文切 迫・

2支吾妻
"WT 世事
冬空思〉
想
史
」J

岡三三檎西同

授

西
洋
哲
革
史

問
洋
思
想
史

回
世
作
法
制
見
（
軒
町
－
U
）

外
交
史
ハ
近
世
日
本
外
交
史
）
兵

英
間
近
代
歌
治
思
想
史
。

研
究
詰
本
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